
「遊びは文化よりも古い」

オランダの歴史学者であるホイジンガが、著書「ホモ・ルーデンス」の冒頭で表現した言葉です。私が
「遊び」という活動を肯定的に捉えるきっかけとなった言葉です。

生後まもなくして、赤ちゃんは遊びはじめます。誰かから教わった訳でもなく、目の前の動くものを
目で追ったり、おもしろい表情を見てキャキャっと笑ったり、フラフラと動いたり。親はその姿を見て、
「笑った！」「歩いた！」と心からの祝福をします。

私はいま、大学生の息子と中学生の娘がいるのですが、つい、
「勉強は大丈夫？」「次のテストはいつ？」「遊んでいる時間が多
くない？」と、「遊び」を否定的な活動として捉えてしまうことが
あります。自分が「遊び」の研究をしているにもかかわらずです。
そのような時、「遊びは文化よりも古い」と、はじめて字を書い
たり絵を描いたりしたことを祝福していた自分に振り返ろうと
します。そうすると、トゲトゲした自分がいなくなり、自然に、息
子や娘も柔らかい表情になります。

美作大学生活科学部児童学科 木谷晋平

みまっぱ子育て通信 第8号

幼児の親子ひろば「めばえ」

今年度、第1回目の親子ひろば「めばえ」です。0～2歳の子ども達と保護者の方にゆったりと過ごしていただく少人数制のひ
ろばです。感染予防対策を行いながら、地域の子育て広場としての役割を担えるよう、今後も開催を計画しております。どな
たでも参加できますので、また是非遊びにいらしてください。

はぐくみ
＊このコーナーでは大学の教員が、保育の専門的視点から子育てに関するメッセージをお届けします。
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「めばえ」の流れ

開催日時：7月23日（金）10：00～11：00
受付は9：30～

開催場所:美作大学 多目的ホール（本館2F）

対 象：0～2歳とその保護者 15組

「みんなで育ち合う、子育て」
内 容：木のおもちゃや手作りおもちゃ、いろいろなおもちゃに
触れて、「楽しい」や「好き」を見つけよう！おかあさん・おとうさ
ん、お友だちや大学生のお姉さんと、楽しい時間を過ごそうね。

10：00～10：15 自己紹介・手遊び
10：15～10：45 木製玩具やダンボールハウスで遊ぼう
10：45～11：00 学生によるお楽しみ

その他：コロナウイルス感染対策を行っています。

美作大学児童学科の教員2名が常駐し、子ども達の主体的な遊
びを見守り、子どもの発達に関する相談に応じます。本学学生が、
ボランティアで参加します。

次回「めばえ」開催予定月

2023年10月
場所：美作大学本館多目的ホール

津山市社会福祉協議会様からのメール配信と
本学HPにて日時をお知らせいたします。

どろだんごを触る大人と子ども
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すべり台やマット、トンネルなどの運動遊びのコーナー、シールを貼ってしあげるコマ製作遊びのコーナー、積み木や構成遊びのコ－ナ－、ボールプールで

遊ぶ感触遊びのコーナーなど、1歳児の粗大運動・微細運動発達の特性を踏まえた環境の中、参加して下さった親子と学生で楽しく遊びました。

参加した学生の感想：：子どもたちが親と離れて興味を持った外の世界に関わっていくためにも、まずは親子の繋がりがとても大切なのだなと感じました。

自由あそびの後は、学生が行う季節の手袋シアターや、手遊び、はみがきに関するペープサートを親子で楽しんで頂きました。最後は、親子のふれあいを

テーマに、スキンシップをとりながら歌や、わらべうたを楽しみました。

参加した学生の感想：：子どもの安心・安定の場が第一にお母さんであることをもとに、どの遊びを選ぶか、どういうふうに遊ぶのか、お母さんの反応を
しっかり見ながら選んでいる子どもの姿があり、今日まで親と子どもの関係が大切に育まれている証拠だと感じました。


